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６
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日の出町
「ひのでちゃん」

　国民皆保険の砦である国民健康保険の健全運営のため、東京都と連携
して毎年段階的に保険料の改訂を行い、令和 15年度において赤字を解
消する計画です。今年度は計画に沿って３％程度の保険料引き上げを行
います。

議案第５号
日の出町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

　町民グランドの夜間照明設備を LED化
にしたことにより、料金区分が「全灯」・「半
灯」となっている区分を廃止し、夜間照明
使用料として従来の「半灯」料金になりま
す。

（単位：円）

日の出
町民グランド

使用時間 １時間当たり

日没～
午後9時30分

町内在勤
在住者 左記以外 入場料の類を

徴収する者

1,500 4,500 9,000

議案第７号
日の出町体育施設設置及び管理条例の一部を改正する

条例

　事務室新設に伴う保健センター２階
の床増築 14.31㎡、２階への移動用エ
レベーター１基の新設、保健センター
既設トイレの改修、保健センター内部
通路、階段及び庁舎等敷地内の移動の
円滑化のため、誘導用タイルや点字ブ
ロックの設置を行い、バリアフリー化の工事を実施するものです。

議案第25号
こども家庭センター整備及び保健センター改修工事

請負契約の締結について
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○…賛成　×…反対＜町長提出議案＞

議 案 と 結 果

番号 議　　案　　名 自 公 み レ 立 都 黎 結　果
１ 専決処分の承認を求めることについて（令和5年度日の出町一般会計補正予算（第6号）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　認
２ 日の出町印鑑条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
３ 日の出町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
４ 日の出町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
５ 日の出町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
６ 日の出町事務手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
７ 日の出町体育施設設置及び管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
８ 日の出町社会福祉委員設置条例及び日の出町子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
９ 日の出町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
10 日の出町介護保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
11 日の出町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
12 日の出町下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
13 日の出町営住宅管理条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
14 日の出町長寿化対策人間ドック事業の実施に関する条例を廃止する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
15 令和 5年度日の出町一般会計補正予算（第 7号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
16 令和 5年度日の出町国民健康保険特別会計補正予算（第 3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
17 令和 5年度日の出町介護保険特別会計補正予算（第 3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
18 令和 5年度日の出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第 3号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
19 令和 5年度日の出町下水道事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
20 令和 6 年度日の出町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
21 令和 6 年度日の出町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
22 令和 6 年度日の出町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
23 令和 6 年度日の出町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
24 令和 6 年度日の出町下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
25 日の出町こども家庭センター整備及び保健センター改修工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
26 東京都後期高齢者医療広域連合規約の一部を変更する規約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
27 あきる野市の公の施設の利用に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決
28 日の出町組織条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

令和６年第１回日の出町議会定例会

○…賛成　×…反対＜議員提出議案＞
番号 議　　案　　名 自 公 み レ 立 都 黎 結　果
１ 日の出町議会委員会条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可　決

番　号 陳　　情　　名 陳　情　者 結　果

5陳情第 11号
「ガソリン価格の高騰対策として、トリガー条項の発動とガ
ソリン税・軽油引取税への消費税課税停止・見直しを求め
る意見書」を国に送付することを求める陳情書

東京土建一般労働組合
西多摩支部執行委員長

宮　崎　　透
不 採 択

＜陳情＞

＜各会派の名称と所属議員＞
 会　派　名 略　号 所　　属　　議　　員　（ ★ 印 ･･･ 会派代表者 ）

自 民 蒼 政 ク ラ ブ 自 ★濵中 映慈・東 亨・平野 隆史・川脇 敏徳・木住野 智行・濵中 直樹・玉井 大 7 人
公 明 党 公 ★嘉倉 治・縄井 貴代子 2 人
レ モ ン の 会 レ ★大澤 弘子 1 人
み ど り の 会 み ★萩原 隆旦 1 人
立 憲 民 主 党 立 ★下向 辰法 1 人
都 民 フ ァ ー ス ト の 会 都 ★鈴木 正彦 1 人
黎 明 会 黎 ★塙 康平 １人
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要
旨

町
の
防
災
対
応
力
の
強
化

河
川
・
山
林
の
管
理
は
減
災
対

策
と
し
て
重
要
だ
が
、
町
の
取

組
み
は
。

平
井
川
へ
河
川
カ
メ
ラ
１
台
を
設

置
済
み
。
山
林
は
沢
筋
等
で
治

山
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
東
京
都

に
よ
る
町
区
域
の
平
井
川
整
備

事
業
も
開
始
さ
れ
た
。

近
年
の
災
害
を
通
し
、
学
校
に

お
い
て
体
験
型
の
防
災
教
育
は
。

防
災
館
見
学
や
Ｊ-

ア
ラ
ー
ト

音
を
活
用
し
た
避
難
訓
練
等
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。
避
難
所

等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

話
を
聞
く
こ
と
も
意
義
深
い
体

験
と
感
じ
て
い
る
。

消
防
団
は
災
害
時
の
即
戦
力
。

将
来
を
見
据
え
、
持
続
可
能
な

活
動
体
制
の
在
り
方
は
。

令
和
５
年
度
に
は
負
担
軽
減

に
繋
が
る
一
部
事
業
を
見
直
し
。

今
後
も
消
防
団
と
話
し
合
い
を

重
ね
る
。

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
か
ら
、

移
動
式
ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー
の

導
入
を
。

各
自
治
会
の
実
情
に
つ
い
て

最
新
の
各
自
治
会
の
会
員
数
、

加
入
率
に
つ
い
て
。

令
和
５
年
４
月
１
日
現
在
の

各
自
治
会
の
会
員
数
は
把
握

し
て
い
な
い
が
、
自
治
会
の
加

入
世
帯
数
は
町
内
全
体
で
３
，

７
０
９
世
帯
。
加
入
率
は
平
井

地
区
５
４・
６
９
％
、
大
久
野

地
区
５
９
・
３
３
％
、
町
全
体

平
均
５
６
・
０
９
％
。

給
食
費
の
無
償
化
ま
た
は
補
助
に
つ

い
て

都
が
新
年
度
予
算
案
に
、
給
食

費
に
つ
い
て
２
５
９
億
円
を
計

上
し
、
保
護
者
向
け
の
支
援
を

行
う
市
区
町
村
に
対
し
、
新
年

度
か
ら
支
援
額
の
半
分
を
補
助

す
る
事
を
表
明
し
た
が
当
町
の

対
応
は
。

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
６

年
度
か
ら
学
校
給
食
費
の
改

定
を
行
い
、
令
和
６
年
度
の
児

童
・
生
徒
の
増
額
分
に
関
し
て

は
、
保
護
者
負
担
軽
減
を
目
的

に
、
町
か
ら
学
校
給
食
会
計
へ

補
助
す
る
新
年
度
予
算
を
計
上

有
効
な
ト
イ
レ
だ
が
、
購
入
費
、

維
持
管
理
費
な
ど
考
慮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ト
イ
レ
に
関

す
る
備
蓄
を
進
め
な
が
ら
調
査

研
究
す
る
。

高
齢
者
の
「
聞
こ
え
」
と
生
活
を
改
善

難
聴
の
高
齢
者
が
補
聴
器
を
使

え
る
助
成
制
度
を
。

国
や
都
の
補
助
事
業
の
活
用
、

近
隣
自
治
体
の
動
向
に
注
視
し
、

他
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

状
況
を
踏
ま
え
て
総
合
的
に
研

究
す
る
。

飼
い
主
の
い
な
い
猫

糞
尿
被
害
ト
ラ
ブ
ル
等
相
談
が

増
え
て
い
る
が
、
相
談
支
援
の

充
実
を
。

ト
ラ
ブ
ル
解
消
の
効
果
的
な
方

法
の
一つ
と
し
て
不
妊
手
術
の
支

援
制
度
を
紹
介
し
て
い
く
。

し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
児
童・

生
徒
の
学
校
給
食
費
に
つ
い
て

は
、
改
定
前
の
学
校
給
食
費
に

据
え
置
き
と
な
り
、
そ
の
財
源

に
つ
い
て
は
、
都
の
補
助
事
業

を
最
大
限
活
用
す
る
。

学
校
司
書
に
つ
い
て

２
０
１
５
年
施
行
の
改
正
学
校

図
書
館
法
で
小
中
学
校
へ
の
配

置
が
自
治
体
の
努
力
義
務
と
さ

れ
て
い
る
が
、
現
状
に
つ
い
て
。

日
の
出
町
立
学
校
に
お
い
て
は

配
置
し
て
い
な
い
が
、
司
書
教

諭
、
学
校
図
書
館
担
当
、
地
域

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
な
が

ら
充
実
さ
せ
て
い
る
。
学
校
司

書
に
つ
い
て
は
、
専
門
的
な
人

材
の
確
保
や
育
成
が
必
要
で
あ

り
、
研
修
の
制
度
設
計
、
人
材

発
掘
、
予
算
の
確
保
等
総
合

的
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

配
置
は
必
要
な
も
の
と
考
え
て

い
る
。

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
室
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

Ｑ

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
所
長
）

Ａ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
室
長
）

トイレトレーラー　イメージ図

縄な
わ

井い 

貴き

代よ

子こ

玉た
ま

井い 　

大
ひ
ろ
し



一
般
質
問

一
般
質
問

5 ひので議会だより        号210

歳
入
増
を
図
る
町
政
を

福
祉
単
独
施
策
は
移
住
定
住
を

促
進
す
る
当
町
の
魅
力
で
あ
っ

た
。
そ
の
縮
小
に
は
人
口
減
、

税
収
減
等
の
二
次
・
三
次
効
果

が
伴
う
と
考
え
る
が
、
福
祉
単

独
施
策
見
直
し
時
に
こ
れ
ら
の

評
価
は
行
っ
た
か
。

福
祉
単
独
施
策
見
直
し
に
か
か

わ
ら
ず
出
生
数
減
・
人
口
減
・

高
齢
化
率
上
昇
の
傾
向
が
あ
る

の
で
給
付
か
ら
支
援
重
視
へ
の

転
換
を
行
い
、
持
続
可
能
な
制

度
構
築
を
図
っ
た
。

当
町
に
は
首
都
圏
の
経
済
基
幹

道
路
で
あ
る
圏
央
道
の
イ
ン

タ
ー
が
あ
る
。
そ
の
立
地
優
位

を
活
か
す
企
業
誘
致
策
は
。

都
が
令
和
３
年
に
改
定
し
た

「
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
」
で
は
圏
央
道
イ
ン
タ
ー

周
辺
に
物
流
拠
点
や
先
端
技
術

を
活
か
し
た
商
工
業
・
研
究
機

能
の
立
地
集
積
を
図
る
と
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
令

和
６
年
度
に
当
町
の
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
改
定
を
検
討

梅う
め
　
が
　
た

ヶ
谷
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
に
つ
い
て

東
京
都
か
ら
ど
の
よ
う
な
報
告

が
あ
っ
た
か
。

一
般
都
道
２
３
８
号
、
延
長
約

1.5
㎞
、
令
和
６
年
３
月
16
日
15

時
開
通
と
聞
い
て
い
る
。

青
梅
市
と
の
広
域
的
な
連
携
は
。

今
後
、
観
光
人
口
の
相
互
移
動

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
連
携
の

あ
り
方
を
研
究
し
て
い
く
。

交
通
量
増
加
に
伴
う
安
全
対
策

は
。

ト
ン
ネ
ル
が
接
道
す
る
都
道

１
８
４
号
線
は
西
多
摩
建
設

事
務
所
が
所
管
し
て
い
る
た
め
、

周
辺
都
道
の
交
通
安
全
対
策
は

地
域
の
実
情
や
交
通
量
の
変
化

に
応
じ
検
討
を
す
る
と
聞
い
て

い
る
。

歩
道
が
途
中
で
途
切
れ
る
た
め

歩
道
の
延
伸
の
要
望
が
必
要
と

思
う
が
考
え
は
。

行
政
連
絡
会
議
で
学
校
の
要
望

事
項
も
含
め
て
話
し
合
う
機
会

が
あ
る
の
で
、
肝
要
付
近
の
歩

道
に
つ
い
て
も
要
望
事
項
の
中

に
ま
と
め
て
い
け
れ
ば
と
思
う
。

す
る
。
企
業
誘
致
に
は
広
い
土

地
が
必
要
で
基
盤
整
備
の
財
政

負
担
も
生
じ
る
こ
と
か
ら
慎
重

に
検
討
す
る
。

町
の
行
政
改
革
大
綱(

令
和
５

年
２
月)

に
は
本
格
的
な
歳
入

増
に
関
す
る
項
目
が
そ
も
そ
も

な
い
。
設
け
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

こ
れ
ま
で
工
業
団
地
、
桜
木
地

区
区
画
整
理
な
ど
都
市
基
盤
の

構
築
に
努
め
て
き
た
。
大
綱
で

は
、資
源
の
再
配
分
に
よ
り「
支

援
重
視
へ
の
転
換
」
に
目
を
向

け
、
策
定
し
た
。

地
域
振
興
費
協
定
次
回
更
新
の

目
標
は
。

次
の
協
定
も
令
和
12
年
度
か
ら

の
10
年
間
を
想
定
し
て
い
る
。

有
害
鳥
獣
の
対
策
に
つ
い
て

町
の
農
作
物
の
被
害
額
は
。

令
和
４
年
度
は
21
カ
所
で
被
害

額
は
70
万
４
１
０
０
円
で
あ
る
。

当
町
及
び
近
隣
自
治
体
で
の
熊

の
目
撃
情
報
と
被
害
状
況
の
報

告
は
あ
る
か
。

都
の
環
境
局
の
デ
ー
タ
で
は
、

痕
跡
情
報
を
含
め
、
２
０
６
件

で
町
は
13
件
で
あ
る
。

東
北
地
方
等
で
実
害
も
出
て
い

る
が
、
国
・
都
等
で
対
応
策
は
。

環
境
省
、
東
京
都
の
環
境
局
で

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
定
案
が

示
さ
れ
、
広
域
的
な
対
応
・
対

策
が
図
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
副
町
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
副
町
長
）

ＱＡ
（
副
町
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

梅ヶ谷トンネル

萩は
ぎ

原わ
ら 

隆た
か

旦あ
き

濵は
ま

中な
か 

映て
る

慈よ
し
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都
市
直
下
型
地
震
被
害
お
よ
び
自
然

災
害
被
害
の
対
策
に
つ
い
て

バ
イ
ク
レ
ス
キ
ュ
ー
隊
の
活
用

は
。

機
動
力
や
燃
費
に
優
れ
て
い
る

が
二
次
災
害
な
ど
の
危
険
性
を

考
え
、
慎
重
に
検
討
す
る
。

仮
設
住
宅
の
設
置
場
所
と
数
は
。

本
宿
、
大
久
野
、
平
井
の
各
小

学
校
を
予
定
し
て
い
る
が
３
か

所
に
限
ら
ず
候
補
地
を
選
定
し
、

必
要
数
の
住
宅
を
設
置
す
る
。

避
難
所
に
仮
設
テ
ン
ト
や
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
配
備
に
つ
い
て

民
間
企
業
と
の
連
携
は
。

指
定
避
難
所
の
一
部
に
は
間
仕

切
や
災
害
用
ベ
ッ
ド
の
備
蓄
は

あ
る
。
全
避
難
所
に
は
整
備
で

き
て
い
な
い
。
今
後
民
間
企
業

と
の
連
携
が
図
っ
て
い
け
る
か

研
究
検
討
が
必
要
。

医
療
従
事
者
も
被
災
し
て
い
る

中
で
災
害
医
療
チ
ー
ム
な
ど
の

派
遣
は
。

あ
き
る
野
ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て

災
害
発
生
時
の
「
医
療
救
護
所

設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策

内
部
統
制
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
関
し
て

内
部
統
制
の
導
入
に
つ
い
て
は
、

地
方
公
共
団
体
は
努
力
義
務
と

さ
れ
て
い
る
が
、
当
町
に
お
い

て
も
近
隣
自
治
体
を
参
考
に
導

入
に
向
け
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

近
隣
自
治
体
の
状
況
は
、
内
部

統
制
の
導
入
を
予
定
し
て
い
る

団
体
が
多
数
で
、
実
施
済
自
治

体
も
あ
る
。
当
町
は
日
々
の
事

務
執
行
に
当
た
り
内
部
統
制
に

関
す
る
内
容
、
事
柄
を
各
分
野

で
対
応
し
て
い
る
。
第
五
次
長

期
総
合
計
画
後
期
基
本
計
画
の

中
で
町
の
規
模
に
見
合
っ
た
内

部
統
制
の
整
備
を
進
め
て
い

く
。

内
部
統
制
は
特
別
な
の
も
の
で

は
な
く
日
常
業
務
の
仕
組
み
と

し
て
存
在
し
て
い
る
。
現
在
町

が
取
り
組
ん
で
い
る
改
善
策
は
。

現
在
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
、各
年
度
の
進
捗
（
達
成
度
）

管
理
に
努
め
て
い
る
。
個
別
事

業
は
事
務
事
業
評
価
を
毎
年
行

い
、
評
価
・
検
証
を
し
て
い
る
。

組
織
人
事
に
関
し
て
は
、
目
標

定
し
て
い
る
。
災
害
拠
点
病
院

で
あ
る
公
立
阿
伎
留
医
療
セ
ン

タ
ー
内
に「
緊
急
医
療
救
護
所
」

を
設
置
す
る
こ
と
に
な
る
。

二
次
避
難
所
の
確
保
は
。

要
配
慮
者
の
方
の
二
次
避
難
所

と
し
て
町
で
は
11
の
老
人
施
設

と
３
つ
の
障
が
い
者
施
設
、
計

14
施
設
あ
る
。

避
難
所
に
お
い
て
障
が
い
者
へ

の
合
理
的
配
慮
と
準
備
は
。

関
係
機
関
と
連
携
、
町
が
情
報

集
約
し
、
対
応
す
る
。

ペ
ッ
ト
と
一
緒
に
避
難
で
き
る

場
所
の
予
定
は
。

指
定
避
難
所
敷
地
内
に
確
保
す

る
が
避
難
ス
ペ
ー
ス
へ
の
持
込

は
禁
止
。
飼
い
主
の
自
己
管
理

を
原
則
と
し
て
ケ
ー
ジ
・
餌
等

を
持
参
す
る
。

日
の
出
町
地
域
防
災
計
画
が
災

害
時
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
指
針
と
な

る
が
町
民
に
ど
の
よ
う
に
周
知

す
る
か
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
。

設
定
に
よ
る
人
事
評
価
制
度
の 

実
施
、
各
種
研
修
へ
の
参
加
、

独
自
研
修
実
施
等
に
よ
り
、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、

よ
り
機
能
的
、
効
果
的
な
組
織

と
な
る
よ
う
段
階
的
な
検
証
、

見
直
し
を
進
め
て
い
る
。

リ
ス
ク
管
理
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
に

関
し
て
の
改
善
策
に
つ
い
て
。

過
去
に
あ
っ
た
間
違
い
な
ど
の

改
善
策
に
つ
い
て
、
各
所
管
に

て
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
を
作
成

し
、
共
有
す
る
こ
と
で
基
本
的

な
エ
ラ
ー
防
止
に
努
め
て
い
る

ほ
か
、
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
励

行
、
窓
口
に
お
け
る
複
数
人
対

応
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
防
止
な
ど

基
本
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
。

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

嘉か

倉く
ら 　

治
お
さ
む

鈴す
ず

木き 

正ま
さ

彦ひ
こ

こちらのQR
コードから 

「日の出町地域
防災計画」が
確認できます。
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日
の
出
町
郷
土
芸
能
の
保
存
等
に
お

け
る
町
の
考
え
に
つ
い
て

保
存
等
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

町
に
存
在
す
る
伝
統
文
化
を
大

切
に
継
承
し
、
そ
の
維
持
・
発

展
の
た
め
に
支
援
し
て
い
く
。

下
平
井
の
鳳
凰
の
舞
へ
の
町
か

ら
の
支
援
は
。

ユ
ネ
ス
コ
文
化
遺
産「
風
流
踊
」

に
登
録
さ
れ
た
こ
と
は
町
の
誇

り
で
あ
り
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
継
続

し
、
観
光
面
の
効
果
も
含
め
て

大
切
に
支
援
し
て
い
く
。

日
の
出
町
サ
ー
ビ
ス
総
合
セ
ン
タ
ー

の
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

行
政
改
革
に
お
け
る
見
直
し
に

つ
い
て
の
検
討
内
容
は
。

複
数
の
重
要
な
観
光
施
設
を
受

託
し
て
お
り
、
今
後
の
施
設
運

営
へ
の
影
響
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

町
と
し
て
の
考
え
方
を
総
合
的

に
整
理
し
て
い
く
。

教
育
関
係
全
般
に
つ
い
て

教
育
委
員
会
の
独
自
性
・
特
色

あ
る
取
組
は
。

日
の
出
町
の
豊
か
な
自
然
、
伝

統
文
化
、
人
と
人
の
絆
が
醸
成

さ
れ
た
地
域
コ
ミ
ュ
二
テ
ィ
な

ど
の
魅
力
を
教
育
資
源
と
し

て
学
習
に
取
り
入
れ
、
地
域
を

フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た
教
育
活
動

を
推
進
。

教
員
の
長
時
間
労
働
問
題
の
解

決
と
サ
ポ
ー
ト
は
。

ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ

や
副
校
長
補
佐
な
ど
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
、
学
校
支
援
員
や
部
活

動
支
援
員
な
ど
の
外
部
人
材
を

配
置
し
、
教
員
の
負
担
軽
減
を

図
っ
て
い
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
等
の
進
化
に
伴
う
教

育
指
導
概
要
の
転
換
期
に
つ
い

て
。

現
在
、
37
自
治
体
52
校
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
校
で
の
取
組
。
検
証
で

の
成
果
課
題
を
注
視
す
る
。
学

び
の
基
盤
と
な
る
リ
ア
ル
な
実

体
験
と
デ
ジ
タ
ル
と
の
バ
ラ
ン

ス
や
調
和
に
一
層
留
意
す
る
。

税
収
増
の
取
組
み
と
梅
ケ
谷
ト
ン
ネ

ル
開
通
に
よ
る
経
済
効
果
や
取
組
み

に
つ
い
て税

収
増
に
つ
な
が
る
産
業
が
振

興
発
展
す
る
た
め
の
施
策
は
。

令
和
６
年
３
月
に
日
の
出
町
商

工
観
光
振
興
計
画
を
策
定
。
今

後
は
推
進
委
員
会
の
協
議
を
参

考
と
し
、
産
業
振
興
に
効
果
的

な
事
業
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

ト
ン
ネ
ル
開
通
に
お
け
る
経
済

効
果
の
向
上
や
地
域
振
興
に
つ

な
が
る
具
体
的
な
戦
略
は
。

観
光
施
設
へ
の
誘
客
か
ら
始
め
、

今
後
、
肝
要
方
面
の
関
連
施
設

と
連
携
し
、
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
く
。

次
世
代
の
子
ど
も
た
ち
の
可
能

性
を
育
む
取
組
は
。

「
人
は
家
庭
で
育
ち
、
学
校
で

学
び
、
地
域
で
伸
び
る
」
３
者

が
一
体
で
成
長
を
見
守
る
。

議
会
・
議
員
の
調
査
権
限
、
開
示
請

求
権
に
つ
い
て

調
査
権
に
つ
い
て
。

地
方
自
治
法
第
98
・
１
０
０ 

・
１
０
９
条
に
よ
る
検
閲
、
検

査
権
、
調
査
権
が
あ
る
。
法

令
で
定
め
る
対
象
外
も
あ
る
が
、

で
き
る
限
り
の
資
料
請
求
等
に

応
じ
て
い
る
。

第
三
セ
ク
タ
ー
等
の
経
営
健

全
化
推
進
に
お
け
る
議
会
の

チ
ェ
ッ
ク
機
能
は
。

事
業
報
告
、
決
算
報
告
及
び
事

業
計
画
に
つ
い
て
町
長
報
告
を

行
い
、
議
会
の
理
解
を
得
る
よ

う
努
め
て
い
る
。

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
室
長
）

ＱＡ
（
室
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
教
育
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

川か
わ

脇わ
き 

敏と
し

徳の
り

木き

住し

野の 

智と
も

行ゆ
き

ユネスコ世界遺産「下平井の鳳凰の舞」
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「
居
場
所
づ
く
り
」
に
つ
い
て

「
居
場
所
づ
く
り
」
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も

切
れ
目
な
く
人
と
つ
な
が
る
こ

と
の
で
き
る
多
種
多
様
な
活

動
・
空
間
を
「
居
場
所
」
と
捉

え
、
ま
ず
は
既
存
施
設
の
環
境

整
備
へ
投
資
し
、
同
時
に
新
た

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
取
組
み

を
検
討
し
て
い
く
。

町
民
の
意
見
反
映
に
つ
い
て
具

体
的
な
構
想
は
。

第
六
次
長
期
総
合
計
画
の
策
定

に
向
け
、
意
見
の
拾
い
上
げ
を

行
っ
て
い
く
。

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
長
寿
ふ
れ
あ
い
食

堂
推
進
事
業
に
つ
い
て
、
町
の

考
え
は
。

東
京
都
が
令
和
６
年
度
の
新
規

事
業
と
し
て
予
定
し
て
い
る
も

の
で
、
日
の
出
町
で
も
今
後
、

他
の
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
状

況
も
踏
ま
え
、
総
合
的
に
研
究

し
て
い
く
。

町
内
に
お
け
る
残
土
、
盛
土
の
状
況

玉
の
内
地
区
の
残
土
埋
立
箇
所

（
第
二
工
区
、
第
三
工
区
、
第

四
工
区
）
状
況
に
つ
い
て
。

昨
年
７
月
に
、
第
二・
三
工
区

の
施
工
者
に
造
成
地
の
適
正
な

整
備
を
、
ま
た
、
第
四
工
区
の

施
工
者
に
町
道
の
通
行
支
障
物

の
撤
去
を
実
施
す
る
よ
う
通
知

し
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
実
施

さ
れ
て
い
な
い
。

昨
年
７
月
に
東
京
都
多
摩
環
境

事
務
所
に
対
し
、
許
可
ど
お
り

施
工
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
業
者

へ
の
指
導
と
現
場
の
監
視
を
文

書
で
要
請
し
て
い
る
。

長
井
地
区
の
残
土
埋
立
（
太
陽

光
発
電
施
設
、
水
路
復
旧
工
事
）

の
状
況
に
つ
い
て
。

太
陽
光
発
電
施
設
工
事
に
つ
い

て
は
、
昨
年
11
月
29
日
に
多
摩

環
境
事
務
所
に
よ
る
完
了
検
査

が
行
わ
れ
、
本
年
１
月
９
日
に

検
査
済
証
が
発
行
さ
れ
た
。

事
業
主
か
ら
委
託
さ
れ
た
水
路

復
旧
工
事
の
設
計
会
社
が
、
本

年
１
月
11
日
に
町
に
来
庁
し
、

や
ま
び
こ
ホ
ー
ル
の
居
場
所
と

し
て
の
活
用
は
。

現
在
は
集
会
施
設
と
し
て
利
用

し
て
い
る
が
、
ホ
ワ
イ
エ
（
ロ

ビ
ー
等
）
の
活
用
も
今
後
視
野

に
入
れ
て
い
く
。

公
共
施
設
に
つ
い
て

町
内
の
公
衆
ト
イ
レ
の
現
状
と

課
題
は
。

都
市
公
園
内
の
ト
イ
レ
は
問
題

な
く
使
用
で
き
る
状
態
に
あ
る

が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
は

進
ん
で
い
な
い
。
現
在
改
修
工

事
の
予
定
は
な
い
が
、
ト
イ
レ

も
含
め
て
魅
力
あ
る
都
市
公
園

づ
く
り
を
行
っ
て
い
く
。

町
民
グ
ラ
ン
ド
の
ト
イ
レ
を
災

害
対
応
ト
イ
レ
と
す
る
こ
と
は

可
能
か
。

立
地
上
の
懸
念
点
は
あ
る
が
、

下
水
道
を
使
わ
な
い
ト
イ
レ
な

ど
新
た
な
機
能
面
も
視
野
に
入

れ
、
検
討
し
て
い
く
。

関
係
課
と
協
議
を
行
っ
た
。

水
路
の
復
旧
工
事
に
伴
う
測
量

が
、
本
年
１
月
29
日
か
ら
始

ま
っ
た
。

今
後
の
対
応
に
つ
い
て
。

玉
の
内
地
区
の
残
土
現
場
に
つ

い
て
は
、
関
係
課
に
よ
る
パ
ト

ロ
ー
ル
を
継
続
す
る
。

多
摩
環
境
事
務
所
と
情
報
の
共

有
化
を
図
り
、
適
正
工
事
の
指

導
の
要
請
を
引
き
続
き
行
っ
て

い
く
。
長
井
地
区
の
残
土
の
現

場
に
つ
い
て
は
、
水
路
の
復
旧

工
事
が
早
期
に
実
現
す
る
よ
う

必
要
な
指
導
や
設
計
会
社
及
び

事
業
主
へ
の
働
き
か
け
を
行
っ

て
い
く
。

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

大お
お

澤さ
わ 

弘ひ
ろ

子こ

平ひ
ら

野の 

隆た
か

史し
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東
京
大
学
官
学
連
携
事
業
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
教
育
委
員
会
所
管

の
事
業
は
。

大
久
野
小
で
は
６
年
間
を
通

し
た
「
共
生
社
会
の
中
で
生
き

る
力
を
育
て
る
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
を
検
討
。
６
年
生
道
徳
科

で
研
究
授
業
を
行
う
。
本
宿
小

で
は
人
権
尊
重
教
育
研
究
指

定
校
と
し
て
、
６
年
生
総
合
的

な
学
習
の
時
間
に
お
い
て
「
共

に
生
き
る
～
高
齢
者
が
暮
ら
し

や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
、
東
京
大
学
大
学
院

と
協
働
で
授
業
づ
く
り
、
実
験

を
行
っ
た
。

こ
の
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
長

期
間
継
続
す
る
こ
と
で
最
大
限

の
効
果
を
得
ら
れ
る
と
考
え
る

が
、
い
か
が
か
。

息
長
く
学
校
に
浸
透
し
、
継
続

し
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

令
和
５
年
度
い
き
い
き
健
康
課

所
管
事
業
は
。

町
民
対
象
に
「
高
齢
者
・
認
知

症
に
や
さ
し
い
地
域
づ
く
り
の

た
め
の
ニ
ー
ズ
調
査
」
を
実
施
。

移
住
・
定
住
・
関
係
人
口
・
交
流
人
口
・

人
口
減
少
に
つ
い
て

お
試
し
移
住
・
お
試
し
住
宅
制

度
に
つ
い
て
町
の
考
え
は
。

現
在
、
お
試
し
移
住
・
お
試
し

住
宅
制
度
の
事
業
は
行
っ
て
い

な
い
が
、
令
和
５
年
度
中
に
策

定
予
定
の
「
日
の
出
町
空
家
等

対
策
計
画
」
の
策
定
状
況
を
踏

ま
え
、
移
住
・
定
住
施
策
の
取

組
に
活
か
せ
る
よ
う
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

日
の
出
町
は
泊
ま
れ
る
場
所
の

数
が
少
な
い
た
め
、
滞
在
し
な

が
ら
町
を
知
っ
て
い
く
こ
と
が

難
し
い
。
せ
っ
か
く
日
の
出
町

に
来
て
も
、
泊
ま
る
際
に
は
青

梅
市
や
あ
き
る
野
市
の
方
に

行
っ
て
し
ま
う
が
見
解
は
。

現
状
は
、
そ
の
よ
う
な
場
所
が

な
い
た
め
、
や
む
を
得
な
い
と

思
っ
て
い
る
。

健
康
づ
く
り
推
進
委
員
定
例
会

で
認
知
症
Ｖ
Ｒ
プ
ロ
グ
ラ
ム
、

Ｎｰ

ｉ
ｍ
ｐ
ｒ
ｏ
カ
ー
ド
体
験

会
を
実
施
。

令
和
６
年
度
以
降
の
展
開
に
つ

い
て
。

実
績
を
基
に
、
町
内
小
中
学
校

で
、
高
齢
者
理
解
の
教
育
が
広

が
る
よ
う
取
組
の
拡
充
、
教
員

研
修
等
の
実
施
を
検
討
。
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
や
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
活
用
し
、
町
民
に

接
す
る
場
の
提
供
を
検
討
。

当
該
官
学
連
携
は
付
加
価
値
の

高
い
事
業
か
。

当
該
事
業
は
肯
定
的
な
連
携
事

業
の
一
つ
で
あ
る
。
今
ま
で
と

は
違
う
形
で
、
非
常
に
色
々
な

気
づ
き
の
で
き
る
良
い
パ
ー
ト

ナ
ー
で
、
継
続
し
て
い
き
た
い
。

日
の
出
町
の
知
名
度
は
非
常
に

低
い
と
思
わ
れ
る
が
、
町
は
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
に
主
眼

を
置
い
て
取
組
は
行
っ
て
い
な

い
の
が
現
在
の
状
況
。
各
種
の

事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
よ

り
、
町
民
の
皆
様
そ
れ
ぞ
れ
の

自
分
に
と
っ
て
の
幸
せ
（
ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
）
を
実
現
で
き

る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
こ
の
こ
と
が
結

果
的
に
日
の
出
町
の
知
名
度
を

向
上
さ
せ
て
い
く
の
で
は
な
い

か
、
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

ＱＡ
（
室
長
）

ＱＡ
（
室
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
町
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

塙は
な
わ 　

康こ
う

平へ
い

濵は
ま

中な
か 

直な
お

樹き
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日
の
出
町
（
平
井
）
の
六
価
ク
ロ
ム
汚

染
土
に
つ
い
て

汚
染
土
の
持
ち
込
ま
れ
た
経
緯

や
撤
去
、
処
理
方
法
の
記
録
は

保
存
し
て
い
る
か
。

平
成
18
年
及
び
19
年
当
時
の
書

類
を
保
存
し
て
い
る
。

太
平
洋
セ
メ
ン
ト
採
石
跡
地
の
残
土
に

つ
い
て現

在
行
わ
れ
て
い
る
残
土
埋
め

立
て
計
画
の
残
土
は
ど
こ
か
ら

持
ち
込
ま
れ
て
い
る
か
。

神
奈
川
県
相
模
原
市
内
の
圏
央

道
相
模
縦
貫
工
事
で
約
22
万
㎥
、

八
王
子
市
内
の
国
道
20
号
八
王

子
南
バ
イ
パ
ス
工
事
で
約
20
万
㎥
、

町
田
市
内
の
境
川
金
森
調
整
池

工
事
で
約
14
万
㎥
、
練
馬
区
・

調
布
市
内
の
東
京
外
郭
環
状
道

路
工
事
で
約
10
万
㎥
の
搬
入
が

あ
っ
た
。

横
田
基
地
の
残
土
が
、
太
平
洋

セ
メ
ン
ト
採
石
跡
地
に
持
ち
込

ま
れ
た
年
、
そ
の
量
、
総
残
土

量
の
確
認
と
、
12
月
議
会
で
答

弁
さ
れ
た
令
和
２
年
か
ら
令
和

４
年
に
か
け
て
埋
め
立
て
ら
れ

た
数
値
が
違
っ
て
い
た
件
に
つ

い
て
。

平
成
20
年
５
月
か
ら
21
年
４
月

ま
で
に
搬
入
量
9
万
２
３
１
４
㎥
、 

22
年
１
月
か
ら
28
年
３
月
ま
で

に
搬
入
量
６
２
６
２
㎥
、
令
和

２
年
５
月
か
ら
５
年
２
月
ま
で

に
搬
入
量
４
５
３
７
㎥
、搬
入
量

総
合
計
は
、
10
万
３
１
３
１
㎥ 

に
な
る
。

横
田
基
地
の
残
土
に
つ
い
て
、

Ｕ
Ｃ
Ｒ
株
式
会
社
建
設
資
源
広

域
利
用
セ
ン
タ
ー
、
甲
州
砕
石

（
株
）、
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
（
株
）

な
ど
は
、
汚
染
土
か
ど
う
か
を

確
認
し
た
か
。

横
田
基
地
か
ら
搬
入
さ
れ
た

建
設
発
生
土
に
つ
い
て
も
、
調

査
結
果
の
提
出
を
受
け
て
確
認

し
て
い
る
「
住
民
の
不
安
払
拭

の
た
め
に
は
実
施
す
る
」
と
し
、

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
（
ピ
ー
フ
ァ
ス
）
の

水
質
調
査
を
し
た
。

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
数
値
は
、5.4 

ng  ／  L

と
い
っ
た
数
値
の
報
告
を
受
け
、

水
質
調
査
の
結
果
は
保
管
し
て

い
く
。

ＱＡ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

Ｑ

Ａ
（
課
長
）

ＱＡ
（
課
長
）

下し
も

向む
か
い 

辰た
つ

法の
り

請願・陳情は！
　6 月の定例会では、5月 15 日までに受理し
たものについて審議します。それ以降の受付の
場合は、次回定例会で審議することになります。

　平成 28 年 9月 20 日より、日の出町議会請
願及び陳情取扱要綱が制定されました。

○　件名は、おおむね50字以内、趣旨、及び理由

は合わせておおむね1,500字以内としてくだ

さい。

○　郵送された陳情書は、要望書扱いとなりま

すので、必ず陳情者が持参してください。

（開庁時にご来庁願います。）

○　その他、詳しいことは議会ホームページの、

日の出町議会請願及び陳情取扱要綱または

議会事務局まで問い合わせください。

　会議録とは、議会の活動経過を開会から閉会
まで詳しく記録した公文書です。
　知りたい情報を広く的確に調べることができ
ますので、積極的にご活用ください。

　日の出町議会情報には「議会開催日程・内容・
議会だより」等も掲載しています。

本会議の会議録を
インターネット公開しています。

町のホームページ 
（www.town.hinode.tokyo.jp）

↓
町議会

↓
会議録

↓
会議録検索システム

アクセス方法
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日の出町議会活動報告

２年ぶり、４回目となる「日の出町農業委員会との意見交換会」
を令和６年２月５日に開催しました。

今回の意見交換会では、地域農業への理解をさらに深めるため、
意見交換だけではなく、新規就農者のトマトハウスへの現地視察の
実施、放置竹林等の課題を解決するために担い手の会（若手の認定
農業者・認定新規就農者）が開発したメンマの試食を行いました。

日の出町大久野から青梅市梅郷を
つなぐ、梅ヶ谷トンネルが令和６年
３月 16 日に開通。開通を記念し、
式典が行われました。

トンネル開通により、道路網のダ
ブルルート化が図られ、災害時の孤
立化を防ぐ等、地域の防災性が向上
し、アクセスが良くなることで、周
辺地域への産業、観光の振興が図ら
れることが期待されます。

農業委員会との意見交換会

梅
う め

ヶ
が

谷
た

トンネル開通

現地視察の様子 意見交換会の様子

梅ケ谷トンネル開通式典

担い手の会が作ったメンマ
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Ｑ　

町
民
が
他
自
治
体
に
ふ
る
さ
と
納

税
す
る
こ
と
に
よ
る
個
人
住
民
税

の
流
出
分
は
ど
う
補
う
の
か
。

Ａ　

国
や
都
か
ら
の
補
助
金
な
ど
の
特

定
財
源
を
活
用
し
、
足
り
な
い
分

は
基
金
の
取
り
崩
し
を
増
や
す
。

Ｑ　

出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
経
費
の

応
援
ギ
フ
ト
委
託
料
の
詳
細
は
。

Ａ　

経
済
的
支
援
分
と
い
う
こ
と
で
、
東

京
都
の
広
域
連
携
に
よ
り
、
５
万

円
の
ギ
フ
ト
を
妊
娠
時
と
出
産
時

に
支
給
し
て
い
る
。

Ｑ　

ユ
ー
ト
ピ
ア
サ
ン
ホ
ー
ム
解
体
撤

去
工
事
２
，
２
４
６
万
６
千
円
、

こ
の
建
物
の
構
造
形
式
と
総
床
面

積
は
。

Ａ　

鉄
骨
造
が
１
、
プ
レ
ハ
ブ
が
１
、
木

造
が
２
で
計
２
４
７・６
３
㎡
。
倉

庫
４
棟
で
、
２
２・６
８
㎡　

合
計

２
７
０・３
１
㎡
。

Ｑ　

子
ど
も
・
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

に
つ
い
て
。

Ａ　

令
和
５
年
度
の
新
規
事
業
。
専
門

的
知
見
を
持
っ
た
大
学
教
授
等
の

有
識
者
１
名
と
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
契

約
を
結
ぶ
予
定
。（
仮
称
）
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
子
ど
も

基
本
条
例
の
制
定
等
に
関
す
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
。

Ｑ　

ユ
ー
ト
ピ
ア
サ
ン
ホ
ー
ム
は
、
障

が
い
者
の
方
た
ち
の
居
場
所
と
な

る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な
る

の
か
。

Ａ　

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
基
準
を
採
用
し
、

一
つ
の
建
物
に
集
約
。
食
堂
も
設
置

し
、
災
害
時
の
避
難
所
と
な
る
。

Ｑ　

移
住
・
定
住
促
進
経
費
と
し
て
の

子
育
て
世
帯
向
け
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
作
成
委
託
料
２
０
３
万
円
の
内

容
は
。

Ａ　

町
が
施
策
を
講
じ
て
い
る
子
育
て

世
帯
に
関
連
す
る
各
種
事
業
に

つ
い
て
掲
載
し
て
い
る
小
冊
子
を

３
千
部
作
成
予
定
。

Ｑ　

庁
用
自
動
車
購
入
の
車
種
と
主
な

用
途
は
。

Ａ　

庁
用
車
の
入
れ
替
え
計
画
に
沿
っ

て
入
れ
替
え
て
い
る
。
エ
ス
テ
ィ
マ

２
台
を
来
年
度
廃
車
予
定
の
た
め
、

大
勢
乗
れ
る
車
が
ほ
し
い
と
い
う

こ
と
で
、
ハ
イ
エ
ー
ス
を
１
台
予
定

し
て
い
る
。

Ｑ　

町
税
が
下
落
傾
向
。
歳
入
確
保
策

と
そ
の
増
収
見
込
み
額
は
。

Ａ　

当
町
へ
の
個
人
ふ
る
さ
と
納
税

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
、
企
業
版
ふ
る

さ
と
納
税
、
空
き
家
バ
ン
ク
等
を

令
和
６
年
度
に
立
ち
上
げ
る
。
増

収
見
込
み
額
の
試
算
は
難
し
い
。

主
な 

Ｑ  

＆＆  

Ａ

３
月
12
・
13
日
に
予
算
決
算
常
任
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
歳
入
歳
出
に
対

し
て
約
３
０
０
に
わ
た
る
質
疑
等
が
出
さ
れ
、
活
発
か
つ
慎
重
に
審
議
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

3
月
19
日
の
最
終
日
に
は
、
委
員
長
報
告
の
後
、
採
決
の
結
果
、
一
般
会

計
、
各
特
別
会
計
、
下
水
道
事
業
会
計
が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計

令
和
６
年
度　

各
会
計
の
予
算
を
集
中
審
議
（
３
月
12
・
13
日
）
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Ｑ　

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
貸
付
は
、
東

京
都
の
予
算
だ
が
、
貸
付
件
数
は
。

Ａ　

令
和
４
年
度
で
、相
談
件
数
は
１
０ 

８
件
。
貸
付
件
数
は
26
件
に
な
る
。

Ｑ　

清
掃
費
、
塵
芥
処
理
費
、一
般
廃
棄

物
収
集
運
搬
業
務
委
託
料
１
億
４
， 

６
４
８
万
８
千
円
、
前
年
度
対
比

14
％
増
額
さ
れ
て
い
る
が
、要
因
は
。

Ａ　

増
額
し
た
主
な
原
因
は
、
業
務
委

託
の
人
件
費
の
単
価
上
昇
と
、
燃

料
費
単
価
等
の
単
価
上
昇
分
。

Ｑ　

子
育
て
応
援
券
代
５
７
０
万
の
概

要
は
。

Ａ　

事
業
名
は
「
バ
ー
ス
デ
ー
サ
ポ
ー

ト
事
業
」
で
、
第
1
子
に
６
万

円
、
第
２
子
に
７
万
円
、
第
３
子

に
８
万
円
を
、
ク
オ
カ
ー
ド
ペ
イ

で
支
給
し
て
い
る
。

Ｑ　

ナ
ラ
枯
れ
対
策
事
業
補
助
金
の
概

要
は
。

Ａ　

私
有
地
に
お
け
る
ナ
ラ
枯
れ
の
防

除
及
び
伐
採
に
対
し
て
、
費
用
の

２
分
の
１
（
上
限
20
万
円
）
を
補

助
す
る
も
の
。
補
助
金
に
は
森
林

環
境
譲
与
税
を
充
当
す
る
予
定
で

あ
る
。

Ｑ　

空
き
家
対
策
は
ど
の
よ
う
な
内
容

を
予
定
し
て
い
る
の
か
。

Ａ　

空
き
家
対
策
協
議
会
の
報
酬
費
、

及
び
空
き
家
対
策
関
連
周
知
の
た

め
の
印
刷
製
本
費
、
空
き
家
バ
ン

ク
運
営
委
託
料
、
空
き
家
バ
ン
ク

と
空
き
家
等
を
活
用
し
た
移
住
・

定
住
支
援
事
業
の
補
助
金
の
４
項

目
を
新
設
し
た
。
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
す

る
方
へ
の
家
財
道
具
の
整
理
、
及

び
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件
へ
の

移
住
・
定
住
者
へ
の
リ
フ
ォ
ー
ム

代
の
一
部
を
補
助
す
る
も
の
。

Ｑ　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
設
置
の
ね

ら
い
は
。

Ａ　

日
の
出
町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
で
目
指

す
連
携
協
働
の
基
盤
の
た
め
、
よ

り
質
の
高
い
学
校
づ
く
り
を
し
て

い
く
こ
と
が
目
的
。

Ｑ　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
委
託
負
担
金
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和
６
年

度
は
土
地
等
調
査
、
ハ
ー
ド
の
部

分
の
事
業
も
開
始
さ
れ
る
の
か
。

Ａ　

令
和
６
年
度
は
実
施
設
計
に
入
る
。

Ｑ　

タ
ル
ク
ボ
林
道
の
災
害
復
旧
工
事

予
算
（
令
和
元
年
台
風
19
号
）
が

増
加
し
て
い
る
理
由
は
。

Ａ　

物
価
高
騰
及
び
修
復
箇
所
が
増
加

し
た
た
め
。

Ｑ　

災
害
復
旧
費
、
道
路
河
川
復
旧
費

を
予
算
計
上
し
て
い
る
対
象
地
区

は
。

Ａ　

有
事
の
際
を
想
定
し
た
予
算
で
あ

り
、
地
区
を
特
定
し
た
も
の
で
は

な
い
。

国
民
健
康
保
険

Ｑ　
「
つ
る
つ
る
温
泉
ペ
ア
入
場
券
購

入
」
の
詳
細
は
。

Ａ　

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
方
法
を 

口
座
振
替
に
し
た
方
に
対
し
て
、

特
典
と
し
て
贈
呈
す
る
も
の
。

Ｑ　

人
間
ド
ッ
ク
委
託
料
と
し
て
、１
２ 

０
人
分
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る

が
、
こ
れ
は
年
齢
的
に
70
歳
の
方

限
定
に
な
る
の
か
。

Ａ　

令
和
６
年
度
に
つ
い
て
は
、
70
歳

及
び
75
歳
を
対
象
と
し
て
い
る
。

特
別
会
計
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【熊本県　荒尾市・長州町新学校給食センター】
整備前の給食センターの開設は 1972 年であり、建物の老朽化が進んでいることに加え、

旧建築基準法の下で建設され、耐震性の確保が必要となっていた。また、学校給食衛生管
理基準の環境を確保するのが難しい状況にあり、衛生水準の確保や調理員の労働環境の悪
化が懸念されている状況であった。そのため、施設の安全性、衛生環境、適切な労働環境が
確保される施設・設備が必要であることから、新学校給食センターの整備に着手したもので
ある。
所　感

荒尾市・長洲町新学校給食センターは、令和 4 年から供用開始された最新設備の学校給食
センターであり、ドライフロアはもちろんのこと、食材の搬入から
調理、給食の搬出ルートの一方通行動線、同センター職員の動線
もしっかりと管理されており、汚染・非汚染区域の区分がしっか
りと確保された高い衛生水準が確保された最新鋭の施設と言える。

昭和に建設された当町学校給食センターとは比べようもない
が、逆に前時代的な施設で、安全確実に学校給食を提供してい
る当町学校給食センター職員の努力を評価すべきと考える。

【熊本県甲佐町】
平成 21 年 6 月定例会の一般質問で、将来を担う子どもたちが、住みよい町を造るために

純粋な立場から自分の意見、夢を話してもらう機会をつくること、また町の仕事や議会の仕
組みを勉強し、積極的にまちづくりに参加できるよう、子ども議会を開催することができな
いかとの提案があり、執行部側もそれに答えて平成21年10月に第1回子ども議会を開催した。

子ども議会は本会議の一般質問と同様な形式で本格的に進められており、質問内容も多岐
におよび、議員と同様な質問が行われていることから、部分的に反映され、実行された施策
もあるとのことであった。
所　感

甲佐町の子ども議会は、本会議と同様形式に行われる本格的な会議である。一般質問の
内容も、彼らの年代が感じる課題や不安が反映されている。質問書作成までのプロセスも
相当の準備をして臨んでいる様子が読み取れ、また行政を自分ごととして捉え「住みよい
町をつくるため」の意識の高さに驚かされる。子ども議会により将来ある子どもたちの社
会参画の意識や民主的価値観、意思決定プロセスを実際に学べる教育的側面と同時に、子
どもたちの意見を真剣に受け止め、実現可能であるかを検討し、実際の施策や行政の動き
にどう反映させていくか、この相互関係そのものが継続可能な
取り組みとなっていくには不可欠だとも感じた。こうした経験
を経た子どもたちが、町政を自分ごととして感じながら大人と
関わり合い、成人した後もこの街に住み続け、地域社会の発展
に貢献できる仕組みつくりのスタートとして、日の出町でも子
ども議会の開催を前向きに検討していきたい。

厚

生

文

教

常

任

委

員

会

荒尾市・長洲町学校給食センターについて

甲佐町子ども議会について

　 常 任 委 員 会 視 察 レ ポ ー ト

委員長：濵中直樹　副委員長：大澤弘子　副議長：縄井貴代子
委員：濵中映慈／萩原隆旦／木住野智行／下向辰法

委　　員
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【岡山県和気町】
和気町では、移住受け入れ体制の整備や子育て教育環境の魅力化、移住定住事業を優先

施策として取り組み始め、移住定住専門ホームページ wakesum（ワケスム）の開設、移
住専門相談窓口の設置、移住推進員を配置し、移住者目線の施策を展開し先進的な取り組
みを行い、実際に 7 年間で約 700 人移住者を増やした実績がある。
所　感

コンサルタント等を使わず自分たちの発想・アイデア・創意工夫で数多くの施策の実現
を果たしている点は、特筆すべき点だと思う。

計画を計画倒れにせず、確実に実行へと移す町全体のエネルギー、特に移住推進員の方
に熱意を感じた。

東京一極集中は現在でも続いており、特に 23 区への人口流
入は多い。東京都への人口流入自体は多いことから、その一部
であっても当町を選んでくれるように移住定住施策に取り組ん
でいく必要がある。

当町として取り入れられる点は取り入れ、今あるものを生かし
つつ、喫緊の課題である人口減少問題への対策として移住定住施
策にスピード感をもって取り組まなければならないと強く感じた。

【岡山県矢掛町】
矢掛町は 2 つの市街地と１つの商業地区を持ち、ここ数年は、観光地化が進んでいる。
地域活性化の取組として、観光振興と古民家再生の修景技法を採用し、賑わいをもたら

している。
古民家再生では、敷地や規模に応じてインバウンド・外国人旅行者が好むような、また、

SNS 映えするホテルへの再生や温浴館への再生などを図っている。
「道の駅山陽道やかげ宿」は、従来の道の駅的な役割だけでなく、情報・魅力発信の拠点

とし、これにより、商店に観光客を誘致している。
所　感

印象に残る点は、①町長をはじめ職員が地域の住民・関係者を交えて柔軟な発想のもと、
民間のノウハウ・意見を取り入れながら事業展開をしていること。②公営企業ではなく、
民間資本を 9 割、1 割を行政側の支援として会社を設立した上で、民間のノウハウ・意見
を反映しやすい母体を構築していること。③道の駅「山陽道やかげ宿」を従来の道の駅と
しての販売店ではなく、情報の発信基地・拠点として宿場町通
りなどへ観光客を誘導する動線を展開していることなどである。

町職員・関係者は、様々な情報をしっかりと分析し、地域
特性を活かしながら、民間のノウハウ・意見を取り入れながら、
事業展開をする等、当町としても学ぶべき点、参考にすべき情
報を得られた。

総

務

ま

ち

づ

く

り

常

任

委

員

会

移住・定住の取り組みについて

観光振興について（古民家再生について）
道の駅 山陽道やかげ宿について（現地視察）

　 常 任 委 員 会 視 察 レ ポ ー ト

委員長：平野隆史　副委員長：玉井大　議長：東亨
委員：嘉倉治／川脇敏徳／鈴木正彦／塙康平

委　　員
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再生紙を使用しています。

爽やかな風が吹き渡る５月を迎え皆様い

かがお過ごしでしょうか。

私にとって初めてとなる３月定例会では、

令和６年度の予算審議が行われ、大切な税

金が町民の皆様の生活にどのように使われ

るのかを慎重に審議をし、様々な意見や要

望が出され可決されました。

さて、議会だよりについてですが、より

分かりやすい内容にしていきたいと思って

おります。ぜひとも皆様の貴重な御意見

をお寄せ下さいますようお願い申し上げま

す。

編集委員　玉井　大

議会だより編集委員議会だより編集委員
  玉井 　大　　　下向 辰法　　　鈴木 正彦
  大澤 弘子　　　萩原 隆旦　　　塙　 康平
		      （編集委員長）

〒190-0192 西多摩郡日の出町平井2780　TEL 042（588）5148（直通）　FAX 042（597）4369

２月１日に瑞穂町長岡コミュニティセンターにて
開催されました。

３月30日に開催された「第 34 回　ひので桜ま
つり」の会場にて広報活動が行われました。

演　題　�「多摩川におけるマイクロプラスチック汚染の現状」
発表者　下向 辰法 議員

秋川流域がん対策推進議員連盟

西多摩郡町村議会議員大会

秋川流域がん対策推進議員連盟事業

日 月 火 水 木 金 土
5/26 27 28 29 30 31 6/1

議会運営
委員会

2 3 4 5 6 7 8

本会議
（議案審議）

本会議
（一般質問）

9 10 11 12 13 14 15
総務

まちづくり
常任委員会

厚生文教
常任委員会

議会運営
委員会

16 17 18 19 20 21 22

本会議
（議案審議）

6月定例会日程（予定）

会議日程は、変更となる場合があります


